

































































































































































































































































































































































M SD M SD?
26．75 6．51 26．34 6．58
?








































M SD M SD
前 64．15 11．30 66．07 11．15












一酔㎜㌔ 一運中∨ベベs沖簿…一一、…がA｝裾z、唱鷲・㍉臨塔、　沖一・ぷ汽鼎ぷ，…令…枢弼榊　“仲仲簿ぷ～撚一 ・、“、、κ・、怜w文蹴脚s’ぷ冶輯 苫押沢＝謀…　κ一“一培　一÷　　…中熔牌s㎜　一
せ
、蓑
十
s
、衰’
＋コラージュ制作群（Nニ55）
・・噸一統制群（Nニ45）
? ?
図2．コラージュ制作群と統制群における前後の自己効力感得点
144
時期（前後）の差は見られなかった。
　3．自尊感情と自己効力感の関係
　両尺度の関係を明らかにするために、事前・事
後それぞれのピァソンの相関係数を求めた。その
結果、事前では．53　（p＜．01）、事後では．64（p＜．01）
と、中程度の有意な相関関係が示された。
IV．考　察
　1．コラージュ制作が自尊感情に与える影響
　本研究の結果より、コラージュ群も統制群も共
に、有意に自尊感情が高くなっていた。自尊感情
が短時間で変容するには、誘因として外的な働き
かけがあることが想定される。大学生が授業を受
講したことにより、大学生としてその日に行うべ
き勉学のスケジュールのひとっを終了したという
感覚がこの結果となったことも考えられるだろう。
　コラージュ制作群における自尊感情の向上にっ
いて考察したい。コラージュ制作では、すでに印
刷媒体として完成されたもの（プロのカメラマン
により撮影された写真など）を素材として使用す
る。そのために、他者が見て明らかに失敗とみな
されるような作品が完成することはほとんどない。
描画テストのように、絵の上手い下手が如実に表
れやすい検査と異なり、制作者の美的満足感が得
やすいこともコラージュの特徴だと指摘されてい
る（藤掛，1999）。コラージュ制作では、一般的
な外的な基準よりも、自分内部の準拠枠に照らし
た上での満足感を得ることが多いのではないだろ
うか。通常、私たちは自己概念を形成する際に、
身体的特徴や知的能力、社会的地位など外的な基
準を基にして判断する／されることが多いが、コ
ラージュ制作に関しては、そうした枠組に各人が
組み込まれることがないために、自分の内部にあ
る価値基準を再認識するのではないだろうか。
Rosenberg（1965）の言う「これでよい（good
enough）」という感覚により、自己に対する評価、
肯定感、受容感が高くなったため、自尊感情を強
く感じる結果になったのではないかと考えられる。
しかし、統計的に有意ではあったものの、平均値
の変化で見ると＋1．0とサイズが小さいため、慎
重に解釈する必要があるだろう。
　2．コラージュ制作が自己効力感に与える影響
　本研究の結果より、コラージュ群は統制群に比
べて、有意に自己効力感が高くなった。
　自己効力感の形成にあたっては、4っの要因が
指摘されている（バンデューラ，1997）。まず、
「①達成体験」である。これは、自己効力感形成
に最も重要な要因であり、自分自身が何かを達成
したり、成功したりした経験のことをいう。次に、
「②代理経験」である。①のように自分が達成・
成功しなくても、自分以外の他人が何かを達成し
たり成功したりすることを観察することである。
さらに、「③言語的説得」は、自分に能力がある
ことを他者により言語的に説明されることであり、
「④生理的情緒的高揚」は、酒などの薬物やその
他の要因により気分が高揚することである。さら
に近年、5っめの要因として、「⑤想像的体験」
が指摘されるようになった。これは、自己や他者
の成功経験を想像することである。
　これらの5っの要因に基づき、コラージュ制作
がなぜ自己効力感を高めることになったのかを考
察したい。まず、コラージュ制作により、自己表
現ができたという達成感が背景にあるだろう。制
作後の口頭での感想の一例を紹介する。「最初は
白い紙に自分がコラージュなんてできるのかな、
と思っていたけど、やりだしたら、どんどんイメー
ジが広がって…。結果的にすごくちゃんとしたも
のが出来上がったので、びっくりした。自分でも
できるんだなって（笑）」というものもあった。芸
術的な趣味を持っ学生以外は、久しぶりに自分で
作品を作ったという経験（非言語的自己表現）に
なったようである。また、コラージュ作品の鑑賞・
評価には、特定の評価基準がないために、他者か
らの目を気にする必要がないことからも、自己効
コラージュ制作が状態的な自尊感情及び自己効力感に及ぼす影響 ヱ45
力感形成に最も重要な役割を果たす「①達成体験」
が得られやすいと考えられる。また、集団式のコ
ラージュでは、制作終了後、近くの席の人の作品
を見ることも可能であり（制作中は他者の作品を
見たり、言葉を交わすことを制限しているが、終
了後はその限りではない）、他者の達成した様子
を見ることができる。試験などの場合は、結果を
公表した場合、得点の高低でお互いに気まずい思
いをすることもあるが、コラージュではそうした
気遣いがないため、他者が作品を完成した様子を
見ることは「②代理経験」にもなるだろう。さら
に制作中には、なりたい自分（理想像）や行きた
い場所を表現することもテーマとして多いため、
「⑤想像的体験」をするものも少なくないと思わ
れる。このような要因から、自己効力感が高まっ
たことが推察される。
　しかし、平均値の変化で見ると＋3．69となった。
得点範囲の大きさからすると、変化値のサイズは
小さいため、より慎重に解釈する必要があるだろ
う。
　3．自尊感情と自己効力感の関係
　両構成概念は、問題と目的の節で述べたように
関係が強いものと考えられるが、事前事後ともに
相関係数では中程度の正の相関であった。っまり、
共通する側面もあるが、異なる部分があることが
反映された結果だとみなせる。特に自尊感情が現
在の自己評価に重点が置かれているのに対し、自
己効力感では、現在のみならず今後の自分の能力、
可能性が含まれる点が異なっていると考えられる。
V．今後の課題
　一部統制条件に検討すべき課題が残されたが、
コラージュ制作をすることで状態的な自尊感情や
自己効力感が高くなることが本研究により示され
た。また従来のコラージュ研究では、素材が不統
一であったために、調査協力者間の条件が不均等
であったが、本研究では調査協力者の嗜好を重視
し、雑誌媒体を統一して施行することで、方法上
の問題点を補うことができた。
　近年、自尊感情に関する研究領域は、特性とし
てだけでなく、安定性という視点からの検討も重
視されている（遠藤ら，1992）。本研究では、短
期間での状態的な変容を取り上げたが、今後は安
定性にどのように関連するかも課題のひとっにな
るだろう。
　また、本研究では、非臨床者におけるコラージュ
制作の心理的変容を検討したが、臨床現場でコラー
ジュ制作だけが行われることはほとんどなく、セ
ラピストとの信頼関係や面接内容が相互に作用し
ながら、治療効果へ関与している。本研究により
示されたことは、必ずしも臨床現場でのコラージュ
療法の効果そのものとは言い難いが、基礎的資料
となったといえるだろう。
　さらに今後は、これらの基礎的研究の結果をふ
まえ、自尊感情が低くなりがちな人たちへの展開
も検討していきたい。そのひとっとして、特別支
援学級や児童養護施設の子どもたちの心理的支援
のためにコラージュを教育支援プログラムとして
構成し、実施することも考えられる。本研究では、
個別に肯定的な評価を第三者から受けるという機
会はなかったため、自己効力感の形成要因のうち、
「言語的説得」の要因は関与しなかったが、コラー
ジュ・グループを作り、互いに言語的な肯定的評
価を行うことで、自己効力感を高める、より効果
的なコラージュの使用が可能となるのではないだ
ろうか。またお互いのソーシャル・スキル向上や
他者理解へもっながる可能性を秘めているものと
考えている。
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